
 

 

  

 

 

 

学校経営から学ぶ 
本校の素晴らしい点は、目標管理における自己目標と所

属チームにおける課題とを連動させ、年間５回

（4,7,9,12,2 月）に面談を行いながら、個人とチームの目

標について進捗を確認しながら改善を行っている点です。 

また、学校全体で行う「学力」「人権」「生活」については、

「取り組みの重点」を、それぞれ２つの項目に絞り込み、全

職員で徹底して行っています。その中でも私自身が特に興

味をもったことは以下の内容です。 

学力：「授業―家庭学習―朝学習―α」の確立 

毎日ノートの取組に必然性を持たせる 

人権：道徳教育の充実：ディベート形式の授業や担任 

以外の道徳授業の実施 

生活：自治力の育成を目的とした、Q-U 分析と個々の生活改善 

今後は、教職員が何をするという取組指標だけでなく、生徒にどのよう

な力（資質・能力）をつけるのか、生徒は何を学び、何ができるようにな

ったかについても分析をしてみてはいかがでしょうか。 

 

授業から学ぶ 

丁寧な指導案と板書計画を提出していただき、誠にありがとうございま

した。ICT の効果的な活用や思考ツール（くらげチャート）、実験等にお

ける学び合いは大変参考になりました。 

本校は、わかる・できる授業展開の

ために、「まとめ・振り返り」の充実

に取り組んでいます。 

今後は、指導案の「振り返り」の記

述は、教師が願う具体的なゴールの

姿を「生徒を主語」にして、資質・能

力の３本柱の視点でより具体的に表現してみてはいかがで

しょうか。 

そして、教師が考えた「振り返り」と生徒が実際に書いた

ものとの違いを分析をしたり、「めあて」との連動、評価規準

との整合性について協議したりすることで、授業改善がより

推進されると思いました。 
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